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固
定
資
産
評
価
員
の

選
任
に
同
意

副
町
長
の
選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
に
推
薦

令和７年６月定例会・臨時会令和７年６月定例会・臨時会

　６月定例会が６月12日に招集され、16日までの５日間の会期で開催しました。最終日16日には、２人の
議員が登壇し、町政全般にわたり一般質問を行いました。
　上程された議案は、専決処分の承認３件、一般会計の継続費繰越計算書などの報告５件、令和７年度
一般会計補正予算と特別会計補正予算合わせて４件、芦北町印鑑条例の一部を改正する条例の制定など
条例改正等が４件、人事案件の同意及び諮問が各１件、議員発議が２件の計20件が上程され、すべて原
案のとおり全会一致で可決しました。
　また、７月22日に臨時会が招集され、令和７年度一般会計補正予算１件と人事案件（副町長の選任に
つき同意を求めることについて）の２議案を審議の結果、原案のとおり全会一致で可決しました。
　（一般質問の内容は４～５ページに、議案の内容と結果は６ページに掲載）

松
本
俊
造 

氏 

（
花
岡
西
） 

ま
つ
も
と 

し
ゅ
ん
ぞ
う

櫻
井
優
一 

氏 

（
高
岡
） 【
２
期
目
】

芦
北
町
税
務
課
長   

内
田
照
也 

氏

う
ち
だ  

て
る 

や

さ
く
ら
い 

ゆ
う
い
ち

 議場で就任のあいさつをする松本副町長
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令和７年度 一般会計補正予算令和７年度 一般会計補正予算

1億5,977万円1億5,977万円
（第１号） 専決承認、 （第２号） 議決（第１号） 専決承認、 （第２号） 議決

歳入・歳出歳入・歳出

124億5,977万円一般会計総額

追加追加

主な事業主な事業

◎ 定額減税不足額給付金
  ・令和６年度実施の定額減税調整給付金に不足が生じた方への給付金

◎ 避難所管理備品購入費
  ・避難所環境充実のため簡易トイレ・簡易ベッド等を購入

◎ 防災倉庫設置工事
  ・備品格納用倉庫設置工事費

◎ 施設修繕料（佐敷中学校屋上防水等）専決承認分
  ・佐敷中学校屋上防水シート剥離に伴う雨漏り防止修繕等

◎ サテライトオフィス田浦備品購入費
  ・サテライトオフィスに整備する備品の購入費

◎ 移住支援金
  ・東京等からの移住世帯に対する支援金

◎ 修繕料（御立岬公園費）
  ・経年劣化に伴う御立岬温泉センターろ過機取替修繕
　　　　
◎ 住宅耐震化事業補助金
  ・相談件数の増加に伴う補助金予算の増額

７，５６０万円

３，１９６万円

１，００２万円

７８３万円

７５０万円

５００万円

４５１万円

２１２万円
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こ
れ
ま
で
も
国
に
先
駆
け
て
各

種
施
策
を
行
っ
て
き
た
が
、
本
年

３
月
に
「
芦
北
町
こ
ど
も
計
画
」

を
策
定
し
更
な
る
子
育
て
支
援
の

充
実
に
取
組
む
。

　
　
　
池
田
健
康
福
祉
課
長

　

表
２
の
と
お
り
。

　
　
　

子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い

　
　
　

て
問
う
。

　
　
　
竹
﨑
町
長

　

鉄
道
を
含
む
公
共
交
通
網
は
国

の
基
幹
を
な
す
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　
　
田
代
企
画
財
政
課
長

　

表
１
の
と
お
り
。

一  般  質  問（要約）一  般  質  問（要約）

　
　
　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
現

　
　
　

状
と
佐
敷
駅
前
周
辺
整
備

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
竹
﨑
町
長

楠原清照議員

肥薩おれんじ鉄道を
     みんなで支援しよう！
肥薩おれんじ鉄道を
     みんなで支援しよう！

答

答 質

答

（表１）肥薩おれんじ鉄道の概要 官
民
一
体
で
佐
敷
駅
前
の

更
な
る
整
備
促
進
を
！

官
民
一
体
で
佐
敷
駅
前
の

更
な
る
整
備
促
進
を
！

【営業区間】116.9㎞（八代駅～川内駅）

【町等の支援】  運行支援補助金・芦北高校生徒定期券
　補助・各種イベント人的支援・鉄道時刻表に合わせ
　たツクールバスの運行ダイヤ設定　※沿線自治体肥
　薩おれんじ鉄道沿線活性化協議会支援 （スクールト
　レイン事業・シャトルバス運行事業等）

【経営ビジョン】  中期経営計画により経常損益の黒字化を目指す。・重点施策 
　（定期外利用拡大・修繕計画見直し・維持管理コストの抑制等）

（要望事項）
　①町民は１年に１回おれんじ鉄道に乗って応援しよう！
　②エリアマネジメント手法で佐敷駅前の魅力アップを！
　③駐輪場に屋根の設置を！　④トイレの整備存続を！

【佐敷駅前周辺整備】（これまで）駐輪場・通路橋整
　備（これから）関係機関と連携し総合的に検討

【運賃収入】(全体)Ｈ16年度（初年度）5億2,400万円  Ｒ6年度  3億5,000万円

【利用者数】(全体)Ｈ16年度188万人　Ｒ2年度80万人　Ｒ6年度103万人
　※佐敷駅　Ｒ5年度17万1,800人(うち通勤通学定期利用者14万2,200人）

【資本金】15億6,000万円（①日本貨物鉄道1億円・②熊本県分7億3,000万円
 〈県6億2,050万円・沿線自治体1億950万円〉）・③鹿児島県分7億3,000万円
 〈県6億2,050万円・沿線自治体1億950万円〉）※芦北町出資金1,325万円

【開業】平成16年度（2004年度）
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理
念 「
す
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て
は

次
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担
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ど
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の

推
進
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わ
が
町
の
理
念 「
す
べ
て
は

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
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の
更
な
る
施
策
の

推
進
を
！

答 質（表２）子育て支援の概要

【芦北町こども計画の策定】 （方針 ) こども・子育て当事者のライフステ
　ージに応じて切れ目なく支援する。各課のこども分野に関する施策
　・事業を取りまとめ連携を強化し役場全庁を挙げて取り組む。

【産後ケア事業の充実】委託先７か所（水俣市総合医療センター１
　・八代市内医療機関２・助産院４）で対応。「宿泊型」「通所型」
　に加え「訪問型」を追加

【窓口のワンストップ対応】子育て支援の窓口を一本化し住民サー
　ビスの向上を図る。

【役場組織再編強化】本年4月1日、福祉課を健康福祉課に再編。
　「こども家庭センター」を設置し、母子保健・児童福祉両機能の
　連携・協働を図る。

【０歳～18歳までの人口】1,739人（Ｒ7.5.29現在）

（要望事項）
　①こども第一の施策の継続を！
　②産後ケア事業における民間事業者との更なる連携と活用を！
　③子育て応援券発行等更なる施策の強化検討を！

 肥薩おれんじ鉄道



る
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
ポ
イ
ン
ト
の
繰
越
分
も
町
独
自

事
業
で
あ
る
。

　
　
　

芦
北
町
総
合
計
画
に
第
一

　
　
　

次
産
業
の
振
興
で
示
さ
れ

て
い
る
農
業
の
振
興
及
び
漁
業
の

振
興
の
施
策
に
つ
い
て
具
体
的
に

説
明
を
。
特
に
漁
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
対
応
策
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　

竹
﨑
町
長

　

県
や
漁
協
を
は
じ
め
、
農
林
漁

業
振
興
懇
話
会
に
お
い
て
、
各
種

団
体
の
参
画
を
得
て
、
町
の
施
策

に
対
す
る
意
見
交
換
を
行
い
、
提

言
等
に
つ
い
て
は
、
施
策
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
福
田
農
林
水
産
課
長

　

農
業
の
振
興
で
は
、
新
た
な
担

い
手
の
確
保
対
策
と
し
て
、
就
農

・
定
着
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
漁
業
の

振
興
で
は
、
ガ
ザ
ミ
・
ヒ
ラ
メ
等

の
放
流
事
業
を
行
い
水
産
資
源
の

維
持
・
回
復
を
図
っ
て
い
る
。
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漁
業
の
衰
退
が
進
ん
で
い

　
　
　

る
。
国
や
県
の
政
策
を
活

用
し
て
生
産
性
の
上
が
る
事
業
展

開
に
な
ら
な
い
も
の
か
。
町
長
の

考
え
を
。

　
　
　

竹
﨑
町
長

　

県
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
カ
キ
の
養
殖
や
ア
サ
リ
の

資
源
回
復
は
成
功
し
つ
つ
あ
り
、

期
待
が
持
て
る
有
望
な
分
野
で
あ

る
。
し
っ
か
り
力
を
入
れ
て
目
指

す
形
に
持
っ
て
い
き
た
い
。

川尻成美議員

国の物価高騰対策臨時
  交付金の活用について ！
国の物価高騰対策臨時
  交付金の活用について ！

一  般  質  問（要約）一  般  質  問（要約）

　
　
　

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

　
　
　

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
本
町
に
も
交
付
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
こ
の
交
付
額
は
総
額

い
く
ら
か
。
ま
た
、
そ
の
交
付
金

を
活
用
し
た
本
町
の
事
業
に
つ
い

て
具
体
的
に
説
明
を
。

　
　
　
田
代
企
画
財
政
課
長

　

こ
の
交
付
金
は
令
和
５
年
度
か

ら
始
ま
り
、
２
億
３　

５
８
９
万

円
、
令
和
６
年
度
が
３
億
４　

０

０
７
万
円
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
は
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
及
び
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
へ
１
世
帯
10
万
円
、
子

育
て
世
帯
18
歳
以
下
の
子
ど
も
１

人
に
対
し
て
５
万
円
を
追
加
給
付

し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
度

は
新
た
に
非
課
税
世
帯
に
１
世
帯

３
万
円
、
子
育
て
世
帯
１
人
２
万

円
を
追
加
給
付
し
て
い
る
。

　
　
　

町
単
独
で
の
物
価
高
騰
対

　
　
　

策
に
対
す
る
具
体
的
な
施

策
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
田
代
企
画
財
政
課
長

　

令
和
５
年
度
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
や

物
価
高
騰
分
の
保
育
所
等
へ
の
上

乗
せ
補
助
が
町
独
自
の
事
業
で
あ

 

 

答 質 答 質

答 答 質

答 質

本
町
に
お
け
る
第
一
次
産

業
の
復
興
に
つ
い
て
！

本
町
に
お
け
る
第
一
次
産

業
の
復
興
に
つ
い
て
！

 アサリ漁場  収穫されたアサリ



相手方の速やかな
救済を目的に１件
100万円以下の和
解及び損害賠償額
の決定を町長が専
決処分することが
できる事項として
指定するため

保険医療機関等に
支払うべき額の審
査等の事務を社会
報酬支払基金及び
国民健康保険団体
連合会に委託する
ための改正

芦北町子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定

について
議案第33号

議員定数を14人か
ら12人に改正

専決処分事項の指定について発議第２号

芦北町議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について発議第１号

適任者と認定人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて諮問第１号

委員の選任に同意固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて同意第１号

議会の議決に付す
ことなく和解及び
損害賠償の額を決
定していたため

和解及び損害賠償額の決定について議案第34号

多機能端末機によ
る証明書交付利用
促進のための改正

芦北町手数料条例の一部を改正する条例の制定について議案第32号

自動交付機を撤去
し、多機能端末機
を導入するための
改正

概要等は､Ｐ３に
一部掲載
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令和７年 第３回芦北町議会（６月定例会）審議結果令和７年 第３回芦北町議会（６月定例会）審議結果

報告第１号

報告第２号

報告第３号

承認第１号
承認第２号
承認第３号

審議
結果内　　容議　　　　　　　案区　分

地方自治法第243条
の3第2項の規定に
よる報告

地方公営企業法第
26条第3項の規定
による報告

継続費繰越計算書について

繰越明許費繰越計算書について

下水道事業会計の繰越計算書について

専決処分の承認を求めることについて
・芦北町税条例の一部を改正する条例の制定について
・芦北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
・令和７年度芦北町一般会計補正予算（第１号）

地方自治法施行令
第146条第2項の規
定による報告

地方自治法施行令
第145条第1項の規
定による報告

有限会社あしきたマリンサービスの経営状況の報告について

有限会社御立岬の経営状況の報告について

令和７年度芦北町一般会計補正予算（第２号）

令和７年度芦北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和７年度芦北町奨学資金貸付事業特別会計補正予算（第１号）

令和７年度芦北町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

報告第４号

報告第５号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

芦北町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について議案第31号

可
　
　
　
　
　
　
決 

　 

（  

全
　
会
　
一
　
致  

）

―

―

―

―

―

承認―
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議員定数を2人削減する条例を全会一致で可決議員定数を2人削減する条例を全会一致で可決
（ 1４人から12人へ ）（ 1４人から12人へ ）

　令和６年６月から全員協議会で議論を重ねてきた議員定数について、令和７年６月の
全員協議会にて、全会一致で２人削減を決定、令和７年第３回定例会において議員自ら
発議し、全会一致で可決しました。
　※発議理由…現在の社会情勢及び本町の財政等を総合的に踏まえ、次期改選時からの
　　議員定数を２人減とするため。

田浦町・芦北町２町合併以降の議員定数変遷田浦町・芦北町２町合併以降の議員定数変遷

議員定数 ３０人（２町合併による１年３ヶ月の在任特例）

平成 18 年３月の選挙から

議員定数 ２２人（合併による在任特例終了）

平成 22 年３月の選挙から

議員定数 １６人 （平成 21 年第２回定例会で可決）

令和４年３月の選挙から

議員定数 １４人（令和３年第３回定例会で可決）

次回 令和８年３月の選挙から

議員定数 １２人（令和７年第３回定例会で可決） 

平成 17 年１月１日から
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今
年
の
梅
雨
は
、
沖
縄
地
方
よ
り
南
九

州
地
方
が
早
く
梅
雨
入
り
す
る
と
い
う
特

異
な
梅
雨
で
し
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
最

後
の
仕
上
げ
は
６
月
27
日
に
早
々
と
梅
雨

明
け
宣
言
と
い
う
こ
れ
ま
た
特
異
な
結
末

で
す
。
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
を
思
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す
と
、
早
い
梅
雨
明
け
宣
言
に
ホ
ッ
と

す
る
気
持
ち
と
心
の
安
堵
感
を
覚
え
ま

す
。

　

豪
雨
災
害
か
ら
５
年
が
経
過
し
て
、
復

旧
・
復
興
事
業
も
90
数
パ
ー
セ
ン
ト
完
了

し
令
和
７
年
度
に
は
全
て
終
了
し
ま
す
。

　

創
造
的
復
旧
・
復
興
事
業
の
成
果
と
し

て
、
活
気
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
が
進
展
す

る
よ
う
議
会
は
中
心
に
な
っ
て
活
動
い
た

し
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
様
子
を
読
み
易
い
紙
面
と

し
て
、
皆
さ
ん
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い

た
だ
け
る
広
報
紙
に
な
る
よ
う
広
報
委
員

一
同
研
鑽
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
口
　
隆
）
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と

 

い

っ

ぷ

く

令和７年４月２４日（木）　県町村議会議長会県知事・県議会への要望活動（熊本県庁）
　　　　５月２３日（金）　県町村議会議長会第１回理事会（自治会館）
　　　　　　２７日（火）　町村議会議長・副議長研修会（東京国際フォーラム）
　　　　　　２８日（水）　熊本県関係国会議員への要望活動（ホテルグランドアーク半蔵門）
　　　　６月　３日（火）　町村議会議長研修会、県町村議会議長会臨時総会（ホテル熊本テルサ）
　　　　　　　６日（金）　議会運営委員会、全員協議会
　　　　　　１２日（木）　第 3回定例会開会（議案審議）
　　　　　　１６日（月）　第 3回定例会閉会（一般質問）、議会広報委員会
　　　　７月　８日（火）　議会広報委員会
　　　　　　２２日（火）　議会運営委員会、第４回臨時会
　　　　　　　　　　　　町村議会常任委員長・副委員長研修会（オンライン）

議会の会議録は、芦北町ホームページに掲載しております。議会の会議録は、芦北町ホームページに掲載しております。

議会のうごき議会のうごき

次の定例会は
９月開催予定

です‼

次の定例会は
９月開催予定

です‼

委 

員 

長

副
委
員
長

委　
　

員

　

 

〃 　

　

 

〃 　

　

 

〃 　

楠 

原　

清 

照

長 

口　
　

 

隆

川 

尻　

成 

美

宮 

尾　

秀 

行

寺 

本　

順 

一

林 

田　

燿 

宏

議会広報委員会

　令和７年６月16日付けで、任期満
了に伴い、藤崎副町長が退任されま
した。
　平成21年６月から芦北町副町長と
して、４期16年の長きにわたり、町
政発展のために多大なるご尽力を頂
きました。心から御礼申し上げます。
　今後はご自愛いただき、ますます
のご健勝とご多幸をお祈りいたしま
す。

 議場で退任のあいさつをする藤崎副町長（手前）


